
鱗
十
二
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
爾
洋
古
代
郵
捌
の
渡
蓮

第
三
號
　
　
一
一
二
　
　
（
四
六
〇
）

酉
洋
古
代
郵
制
の
嚢
達

三
　
井

高
　
　
陽

　
　
　
　
【
　
序
　
　
説

　
人
類
が
既
に
言
語
を
以
て
己
の
意
志
を
襲
表
し
、
更
に

．
、
其
意
志
を
傳
ふ
る
た
め
に
文
字
を
登
明
し
、
文
字
の
聖
明

ご
北
ハ
に
其
文
宇
を
記
す
べ
き
手
段
方
法
を
創
め
た
る
は
何

時
の
頃
な
り
し
ゃ
、
諸
説
紛
々
こ
し
て
未
だ
確
説
な
し
。

而
し
て
人
類
生
活
の
上
に
於
て
蓮
信
が
片
時
も
敏
く
べ
か

ら
ざ
ゐ
重
大
な
る
使
命
を
有
せ
し
は
昔
も
今
も
異
ら
す
、

た
“
今
日
に
あ
り
て
は
其
方
法
の
進
歩
し
た
る
の
み
。
交

化
未
開
の
世
に
あ
り
て
は
幼
維
な
る
手
段
を
以
て
こ
れ
を

果
し
た
る
を
以
て
、
昇
等
程
の
迅
蓮
ご
繁
多
ご
を
保
し
難

か
り
し
な
ら
ん
も
、
其
昔
吾
々
の
祓
先
が
如
何
に
苦
心
せ

し
や
、
蓋
し
測
り
知
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
ら
ん
。

　
吾
人
が
今
こ
の
郵
制
の
浩
革
を
究
め
ん
こ
す
る
も
の
、

其
輩
に
郵
制
そ
の
も
の
の
み
な
ら
す
、
亦
他
の
歴
史
例
へ

ば
軍
事
、
外
交
、
文
學
的
の
歴
史
ご
土
ハ
に
文
化
史
上
飲
く

べ
か
ら
ざ
る
要
素
な
り
ビ
認
む
れ
ば
な
り
。

　
郵
制
の
薄
濁
の
経
路
は
一
は
支
那
に
其
起
原
を
登
し
、

我
が
邦
に
傳
b
て
狡
達
せ
し
所
謂
飛
脚
傳
馬
の
制
度
、
一

は
エ
ジ
プ
ト
、
ペ
ル
シ
ヤ
に
超
り
て
ウ
ー
マ
を
経
て
欧
洲

に
登
達
し
後
佛
猫
等
に
行
は
れ
し
僑
院
騎
手
、
騎
士
飛
脚

更
に
こ
れ
が
統
一
さ
れ
て
全
欧
に
懸
り
た
る
チ
ユ
川
ソ
公

家
の
大
騨
制
よ
り
殺
場
の
萬
國
郵
便
聯
合
に
及
べ
る
も
の

を
主
な
る
も
の
こ
す
。
其
他
南
米
マ
ヤ
朝
の
文
化
吏
、
未

開
の
裡
に
も
其
濁
特
の
制
を
有
す
る
印
度
、
ア
フ
ソ
ヵ
の

涌点

Y
制
度
等
ゆ
の
り
ビ
錐
も
要
す
る
に
今
日
㎞
世
鰯
介
を
打
っ
て

一
九
こ
せ
る
大
通
信
綱
萬
國
郵
便
聯
合
な
る
も
の
が
駄
洲



に
其
基
を
乾
せ
る
黙
に
於
て
、
吾
人
は
先
づ
欧
洲
の
古
代

郵
制
さ
り
究
む
る
を
順
序
ご
思
考
す
。
こ
れ
霊
化
吏
の
一

部
門
こ
し
て
重
要
な
る
賞
金
を
有
す
れ
ば
な
り
。

　
　
　
　
二
　
古
代
諸
郵
の
郵
制

　
ア
ツ
シ
ソ
ァ
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
昔
、
未
開
の
時
代
に
も

既
に
交
書
の
授
受
に
滝
壷
の
機
開
あ
り
し
も
の
の
如
く
、

縦
し
飛
脚
ご
癒
す
る
が
如
き
特
殊
の
専
門
の
機
關
職
業
の

備
は
り
し
や
否
や
は
不
明
な
り
ご
は
い
へ
、
ア
ッ
シ
リ
ア

の
セ
ミ
ラ
ミ
ス
女
王
の
時
亭
々
せ
し
文
書
を
グ
ラ
ム
マ
タ

ご
聰
し
（
∩
甲
州
9
昌
P
8
P
陣
9
）
逓
邊
せ
ら
れ
だ
る
文
書
の
古
き
例

ご
し
て
一
般
に
認
め
ら
る
。
然
れ
ご
も
最
も
古
代
に
あ
り

て
文
明
の
華
な
る
を
誇
b
ε
せ
し
埃
及
に
あ
り
て
は
更
に

こ
れ
が
進
歩
し
た
る
も
の
の
存
せ
る
を
認
め
す
ん
ば
あ
ら

す
。　

ジ
オ
ド
ロ
ス
　
シ
ク
ル
ス
に
從
へ
ば
「
王
は
朝
醒
め
ご
－

共
に
各
地
よ
り
の
書
翰
を
閲
せ
ら
る
」
ご
あ
り
、
す
で
に

信
書
の
集
散
の
整
ひ
た
る
も
の
の
あ
り
し
を
見
る
Q
紀
元

　
　
　
第
十
二
倦
　
　
雑
　
纂
　
　
西
洋
古
代
郵
制
の
獲
遙

苗
圃
一
五
〇
〇
年
此
剛
ア
メ
ン
ホ
ク
プ
（
》
ヨ
〇
三
δ
審
で
）
　
二
世

王
の
時
の
壁
書
に
も
信
者
を
侮
者
に
托
せ
し
機
を
示
せ
り

又
ミ
ネ
プ
タ
（
岩
器
℃
け
塾
）
二
世
（
紀
元
前
一
三
〇
〇
年
）
の
時
に

バ
ビ
ラ
ス
を
以
て
作
れ
る
飛
脚
者
名
簿
存
せ
り
ご
云
ふ
。

以
て
相
當
の
設
備
の
あ
り
し
を
窺
ふ
に
足
ら
ん
か
Q

　
紀
元
前
一
八
○
○
年
頃
パ
ピ
ラ
ス
の
草
よ
り
二
皮
を
取

り
て
制
せ
る
バ
ピ
ラ
ス
な
る
一
種
の
紙
を
登
明
せ
り
。
其

目
的
は
交
書
記
録
の
用
に
供
せ
ら
る
。
こ
れ
當
時
の
書
駿

帳
簿
の
現
存
す
る
も
の
に
よ
り
て
明
に
し
て
、
他
の
民
族

に
比
し
て
エ
ジ
プ
ト
が
す
べ
て
の
文
明
の
施
設
に
於
て
勝

れ
る
一
の
表
現
な
り
。

　
バ
ピ
ラ
ス
は
古
代
埃
及
に
於
け
る
交
書
作
成
上
極
め
て

　
重
要
な
る
意
義
を
有
せ
る
も
の
な
り
。
細
濁
逸
伯
林
國

　
立
遮
信
博
物
館
所
藏
の
古
文
書
に
っ
き
て
其
れ
が
古
代

　
挨
及
の
郵
書
ご
し
て
如
何
に
使
用
さ
れ
た
る
か
を
紹
介

　
す
べ
し
。

　
當
該
博
物
館
所
藏
の
パ
ピ
ラ
ス
は
紀
元
前
二
百
七
十
年

　
　
　
　
　
　
　
第
一
二
號
　
　
、
一
　
一
一
ご
　
　
，
（
四
山
ハ
一
）



　
　
第
十
二
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
西
洋
古
代
郵
湖
の
獲
愚

の
頃
の
も
の
に
し
て
、
中
央
エ
ジ
プ
ト
の
東
南
フ
エ
ユ

ン
（
国
愚
β
）
に
総
て
行
使
さ
れ
た
る
文
書
な
り
。
こ
の

文
書
に
よ
う
て
吾
々
は
フ
エ
ニ
ク
ス
（
℃
げ
α
P
剛
×
）
な
る
人

名
を
登
歯
す
、
彼
が
一
年
間
禮
拝
式
係
官
こ
し
て
在
任

せ
し
時
の
記
鎌
な
り
。

こ
の
楽
舞
式
帥
ち
フ
ロ
ー
ネ
は
當
時
頗
る
重
大
な
る
儀

禮
に
し
て
こ
の
禮
舞
式
に
關
す
る
す
べ
て
の
勢
役
は
大

地
主
に
宿
す
る
義
務
勢
役
ビ
し
て
其
地
主
の
所
有
す
る

土
地
に
所
産
の
人
民
が
課
せ
ら
れ
た
る
重
大
な
る
負
耀

な
り
Q
彼
等
勢
役
に
從
ふ
人
民
は
そ
れ
に
要
す
る
す
べ

て
．
の
費
用
を
自
ら
負
ひ
た
り
、
彼
れ
フ
エ
ニ
ク
ス
も
亦

記
録
係
ε
し
て
の
役
目
を
果
す
に
要
せ
る
墨
汁
及
バ
ピ

ラ
ス
等
は
彼
の
膚
辮
に
し
て
彼
肖
ら
は
出
來
る
だ
け
飾

約
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
、
こ
れ
こ
の
交
書
が
地
主
其
他
に

辞
す
る
公
交
書
の
不
要
に
な
り
し
も
の
、
裏
面
を
記
録

ノ
ー
ト
ご
し
て
使
用
せ
る
に
て
も
知
ら
る
。
か
く
し
て

初
め
て
こ
の
パ
ピ
ラ
ス
の
お
ろ
さ
れ
し
ょ
り
手
翰
、
掲

　
　
　
　
　
　
第
蹉
雛
　
　
　
一
　
一
四
　
　
　
（
四
山
ハ
ニ
）

示
等
の
用
を
果
し
て
後
も
記
録
用
こ
し
て
使
用
せ
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ス
ト

彼
が
偶
然
手
記
せ
る
羅
馬
の
襲
着
の
表
が
當
時
の
埃
及

の
騨
制
を
知
る
一
資
料
こ
な
り
た
る
な
り
ゅ
こ
の
反
古

利
用
に
よ
り
て
一
枚
の
メ
ぜ
ラ
ス
が
不
要
品
こ
し
て
棄

て
ら
る
、
迄
約
五
十
年
も
使
用
さ
れ
得
芝
云
へ
り
。
（
因

に
、
．
不
用
磨
棄
の
バ
ピ
ラ
ス
は
木
乃
伊
を
牧
め
た
る
内

証
の
内
張
り
に
使
用
ぜ
ら
る
。
）

右
フ
エ
ニ
ク
ス
が
記
せ
る
文
書
に
よ
り
て
明
に
當
時
の

騨
制
を
知
る
、
例
へ
ば
こ
の
交
書
の
一
部
に
郵
便
物
の

楼
着
田
附
ご
逓
邊
者
の
名
等
を
鯛
讃
す
べ
し
。
例
へ
ば

「
十
八
日
・
午
軌
剛
六
時
　
南
…
よ
り
郵
罵
逃
王
」
テ
オ
ク
ソ
ス
ト
ス
革
君
す

受
附
ヂ
ニ
ア
ス
。
ヂ
ニ
ァ
ス
次
の
郵
敵
手
ヒ
ポ
リ
ソ
ス
に
渡

山
9
0
ヒ
ボ
リ
ソ
ス
更
に
碑
兆
行
L
ミ
あ
、
り
、

右
記
録
に
は
書
歌
束
徽
及
名
宛
入
名
を
記
し
あ
り
、
名

宛
人
名
中
に
は
仁
王
プ
ト
レ
メ
ウ
ス
の
名
も
見
ゆ
。

拷
北
行
せ
る
郵
便
物
は
主
こ
し
て
公
交
書
に
し
て
毎
画

少
く
こ
も
一
蓮
の
王
の
親
書
等
重
要
な
る
も
の
あ
り
．



其
他
大
臣
等
の
書
翰
あ
）
し
由
直
ゆ
。
北
よ
b
寓
へ
愈

ふ
交
書
は
入
日
を
要
せ
り
、
帥
ち
右
文
書
に
或
る
月
の

十
六
百
癒
し
て
二
十
三
日
に
着
せ
る
旨
記
さ
れ
あ
る
を

見
る
、
而
し
て
嘗
時
の
恕
書
を
さ
き
。
8
．
隔
．
キ
ソ
オ
ト

ス
ε
繕
す
、
こ
れ
書
翰
を
指
せ
る
當
時
の
総
呼
な
り
Q

此
文
書
に
よ
り
て
入
ほ
間
に
四
十
の
審
書
駿
こ
ご
遍
の

折
書
朕
を
配
冠
せ
し
こ
ご
を
知
る
Q
重
れ
こ
も
こ
は
官

用
の
所
謂
公
に
し
得
る
配
達
数
に
し
て
其
間
私
に
混
ぜ

し
書
状
な
き
を
保
せ
す
、
こ
れ
幾
多
の
史
家
が
推
論
す

る
虎
な
り
。

此
方
鍮
及
び
其
他
欧
洲
各
國
め
郵
便
博
物
館
の
所
溢
す

な
交
書
等
に
よ
う
て
脚
力
に
よ
る
所
謂
飛
脚
、
船
便
、

酪
駝
、
螺
馬
等
各
種
の
磯
關
を
利
用
せ
し
こ
ご
を
知
る

而
し
て
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ソ
ァ
を
中
心
ご
し
て
南
方
へ
ご

道
を
開
き
こ
、
に
定
期
の
飛
脚
を
創
め
デ
ル
タ
に
於
て

更
に
分
岐
瓢
を
出
し
、
又
一
つ
は
カ
イ
ロ
よ
リ
フ
ァ
ユ

ン
に
向
ひ
て
南
行
す
。
さ
れ
ば
埃
及
の
騨
路
は
軍
戸
に

　
　
第
十
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
西
洋
古
代
郵
剃
の
獲
蓬

南
三
諦
行
ご
指
さ
れ
た
る
の
み
に
て
足
れ
う
ひ

而
し
て
當
時
の
騨
の
事
務
は
如
何
に
し
て
執
行
せ
ら
れ

た
る
か
ビ
云
ふ
に
、
例
へ
ば
一
定
の
線
に
勤
む
る
騎
手

あ
り
こ
せ
ん
、
第
一
番
の
騎
手
は
A
…
騨
よ
り
慧
騨
に
走

り
、
郵
便
物
を
B
騨
に
て
下
す
、
配
置
よ
り
第
二
番
騎

手
こ
れ
を
受
取
り
C
騨
に
行
く
声
問
に
第
一
番
騎
手
は

一
定
の
休
息
後
A
騨
に
戻
る
、
勿
論
右
第
一
騎
手
は
1
3

羅
よ
り
A
鐸
に
齎
す
べ
き
郵
便
物
を
携
ふ
、
　
｝
人
の
騎

手
は
二
日
目
に
出
倭
、
二
日
目
に
登
る
こ
ご
を
定
め

ら
る
◎
而
し
て
右
交
書
に
其
例
を
見
る
に
、
文
中
タ
オ

ク
レ
ス
ト
ス
な
る
騎
手
あ
b
’
、
某
月
十
レ
～
日
朝
早
く
南

麗
し
二
十
日
に
北
画
す
。
然
も
時
に
は
「
日
「
入
ご
限

ら
す
数
回
に
亙
り
て
必
要
に
綴
じ
て
獲
遣
せ
ら
る
同
文

書
中
に
は
一
旦
ご
回
、
朝
六
時
，
正
午
、
夕
六
時
の
三

回
に
亙
り
て
獲
遣
せ
ら
れ
し
こ
ご
へ
見
ゆ
。
今
こ
れ
を

表
示
す
る
に
左
の
如
し
。

か
、
る
正
規
的
な
る
時
．
．
間
割
に
よ
り
て
行
は
れ
た
る
當

　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
剛
∵
五
　
　
　
（
四
山
ハ
三
）
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十
二
巷

雑
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西
洋
賓
代
郵
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の
嚢
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時
は
南
行
北
行
の
騎
手
が
騨
に
て
隠
亡
ふ
の
も
亦
時
を

　
同
う
す
べ
き
原
則
な
り
き
。

　
入
の
脚
力
に
よ
る
も
の
は
埃
及
に
於
て
雪
ぐ
よ
り
登
達

し
壁
書
、
古
陶
等
に
示
さ
れ
た
る
も
の
は
主
ε
し
て
脚
力

の
利
用
に
よ
り
て
專
ら
其
爵
的
を
達
せ
し
も
の
の
如
き
も

馬
を
利
用
す
二
る
こ
ご
キ
継
だ
後
年
の
ペ
ル
シ
ア
に
及
ば
す
、

騎
馬
に
よ
る
遮
邊
は
殆
ん
ご
ペ
ル
シ
ヤ
の
創
始
ご
云
っ
て

可
な
る
べ
し
。
9
0
ち
エ
ジ
プ
ト
に
て
は
急
を
要
す
る
官
用

便
に
馬
を
用
ひ
た
る
の
み
。

　
紀
元
前
千
六
十
四
年
ダ
ビ
デ
王
の
治
下
に
あ
り
し
ヘ
ブ

ラ
イ
人
中
當
持
王
に
慮
属
せ
し
飛
卿
（
王
親
衛
兵
よ
り
選

　
　
　
　
　
　
　
筑
π
一
二
號
　
　
　
一
一
六
　
　
　
（
四
六
四
）

扱
す
）
の
遽
な
り
し
こ
と
叉
著
る
Q
こ
れ
飛
脚
の
古
き
實

例
ε
し
て
吏
家
の
引
く
こ
こ
ろ
な
り
。
聖
書
に
一
〇
四
六

年
の
頃
ザ
ウ
ル
（
も
。
餌
戸
ご
の
治
下
に
あ
り
て
は
脚
走
者
ご
辮

し
、
か
、
る
飛
脚
が
王
侯
及
知
事
代
官
に
宛
て
、
書
か
れ
、

叉
は
民
族
の
冠
注
よ
り
民
族
へ
宛
て
て
書
か
れ
北
る
こ
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

そ
れ
が
脚
走
者
鳶
よ
り
配
達
せ
ら
れ
し
こ
と
見
ゆ
。
猫
ほ

聖
書
に
は
ユ
ダ
ヤ
族
、
モ
ー
ル
族
等
に
も
憾
言
、
馬
、
酪

駝
を
用
ひ
し
こ
ご
を
記
せ
う
。
、

　
　
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
國
家
は
ヘ
ブ
ラ
イ
族
の
ザ
ウ
ル
の
後
を

う
け
て
其
飛
脚
を
進
歩
せ
し
め
、
グ
ゼ
ツ
ド
、
ソ
ロ
モ
ン

等
の
治
下
に
あ
り
て
は
溢
路
の
修
築
等
の
工
事
盛
ん
な
b

咀
し
か
ば
騨
制
大
い
に
整
ひ
飛
脚
は
百
二
＋
猶
太
哩
（
筋

畿
攣
争
訟
箆
瓢
太
）
を
走
・
を
李
蓼
し
、
日
曜

は
ニ
チ
エ
レ
ン
師
ち
一
ユ
ダ
ヤ
哩
を
走
れ
る
に
止
れ
り
。

　
こ
れ
が
賃
銀
は
一
日
に
つ
き
二
十
ゲ
ラ
乃
至
一
シ
ェ
ケ
ル

（
ω
O
ケ
O
】
（
¢
一
）
を
支
彿
ふ
。
（
｝
シ
ェ
ケ
ル
は
銀
環
な
り
。
其

儂
は
一
入
三
二
年
の
普
魯
西
の
孚
タ
ラ
ー
に
縮
當
す
、
二



噺

ふ
盈
ゲ
ヲ
ば
船
†
シ
ェ
ケ
川
に
高
田
る
）
猶
シ
ェ
ケ
ル
の
〃
他
に
も

グ
ラ
（
Ω
o
養
）
ご
薦
す
る
幽
貝
幣
を
も
支
彿
へ
り
。

　
ア
ソ
シ
ソ
ァ
の
滅
亡
後
濁
立
せ
る
小
六
國
の
中
メ
デ
ア

國
の
二
王
ア
ス
ト
ヤ
ジ
エ
ス
（
紀
前
五
九
一
一
ア
五
五
〇
）
の
治
世

當
時
騎
馬
飛
脚
を
常
備
し
叉
螺
を
む
用
ひ
し
こ
と
記
録
に

見
ゆ
。
其
後
紀
元
前
五
五
入
年
ペ
ル
シ
ヤ
の
キ
ル
ス
、
メ

デ
ァ
に
叛
き
、
ア
ス
ト
ヤ
ジ
エ
ス
敗
北
し
、
こ
こ
に
メ
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ア
滅
亡
し
、
キ
ル
ス
は
ペ
ル
シ
ヤ
斎
王
こ
し
て
其
國
土
ご

郵
制
を
己
の
手
に
呑
め
、
こ
こ
に
ペ
ル
シ
ヤ
に
よ
り
て
郵

制
の
面
目
一
新
す
る
に
至
れ
り
。

　
　
　
　
　
三
　
波
斯
の
郵
制

キ
隻
9
・
・
蘭
書
紀
元
薯
軌
）
は
メ
ヂ
ァ
藍
綬
ア
ス
ト
ヤ
、

ジ
ヤ
ス
を
滅
し
、
波
期
藩
王
こ
な
り
て
よ
り
鏡
意
國
土
を

弓
張
し
、
叉
こ
れ
に
件
ひ
軍
用
の
目
的
の
黒
め
に
通
信
制

度
の
完
備
を
急
ぎ
た
り
Q
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
、
ヘ
ロ
ー
3
1
3
ス

等
は
彼
の
治
世
下
に
於
け
る
飛
脚
の
迅
蓮
な
る
こ
ε
を
賞

揚
せ
り
。
當
時
下
斯
の
國
土
は
盆
嬢
激
し
二
七
領
土
の
入

　
　
　
第
十
ご
巷
　
　
羅
　
纂
・
西
洋
古
代
郵
髄
の
獲
蓬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

民
の
乱
民
に
腰
る
苦
心
し
㌔
動
も
す
れ
ば
叛
働
を
薫
起
す

る
の
虞
あ
り
、
こ
れ
が
統
治
の
た
め
に
は
速
に
情
報
を
中

央
政
府
に
捕
捉
す
る
の
必
要
あ
り
し
を
以
て
自
然
通
信
制

度
の
改
良
獲
達
に
留
意
す
る
に
至
れ
り
。

　
キ
ル
ス
の
底
盤
混
下
せ
る
國
内
を
治
め
、
自
ら
王
こ
な

b
し
王
族
グ
ジ
ウ
ス
は
、
邸
ち
グ
ソ
ウ
ス
一
世
こ
し
て
有

名
な
る
ペ
ル
シ
ヤ
の
郵
制
の
始
頑
ご
し
て
知
ら
る
。
ダ
リ

ウ
ス
一
世
の
内
治
方
針
は
全
領
土
を
二
十
縣
に
分
ち
各
縣

に
知
事
（
留
冨
℃
）
を
涙
遣
し
、
大
概
キ
ル
ス
の
奮
制
を
襲

ひ
、
軍
用
並
に
統
治
上
の
目
的
を
以
て
道
路
を
築
き
て
騨

傳
の
制
を
備
へ
た
わ
。
（
註
－
）
ア
ン
ヅ
ソ
ウ
ス
（
》
娼
σ
Q
巴
蕊
）

は
實
に
こ
の
ダ
ソ
ウ
ス
㎏
世
の
創
始
せ
し
郵
制
の
霧
に
し

て
、
　
一
般
に
飛
脚
の
勢
役
及
騨
馬
提
供
義
務
を
指
す
も
の

ご
解
せ
ら
れ
、
佛
國
の
郵
便
史
家
ヌ
フ
ビ
ル
（
り
桐
O
μ
｛
ぐ
同
一
一
〇
）

氏
は
其
著
「
郵
便
之
起
原
」
（
一
七
〇
入
年
）
に
か
～
る
解
繹
を

輿
へ
濁
逸
の
ボ
イ
ス
ト
氏
は
更
に
騨
詩
感
自
身
及
勢
役
共

に
ア
ン
ガ
リ
ウ
ス
な
り
ご
廣
く
解
せ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
触

　
　
　
　
　
　
　
第
三
鞍
　
　
一
一
七
　
　
（
四
六
五
）



9

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
羅
　
纂
　
　
西
洋
古
代
郵
鋼
の
溌
懸

　
（
註
）
購
鰹
㎝
髭
幽
適
才
レ
溢
蟹
囎
縄
．
灘
駒
隔
誌
ゆ
が
嫌
㈱
諸

専
掌
斜
掛
叙
編
制
行
Y
あ
ア
ン
ぎ
ウ
ス
は
紀
元

前
五
五
〇
年
の
頃
よ
り
す
で
に
始
め
ら
れ
だ
り
し
を
、
グ

ソ
ウ
ス
一
世
に
よ
り
て
大
成
せ
ら
れ
し
も
の
に
し
て
、
騎

馬
飛
脚
ε
脚
走
飛
脚
ご
共
に
存
せ
し
も
騎
馬
を
利
用
す
る

こ
ご
盛
な
り
き
。
（
註
－
）
而
し
て
こ
は
圃
家
の
官
螢
に
し

て
こ
れ
に
從
ふ
も
の
は
官
吏
に
し
て
入
馬
織
替
徴
募
の
強

制
椹
を
有
す
。
こ
れ
が
飛
脚
の
任
に
あ
る
も
の
は
王
の
親

衛
丘
ハ
よ
り
抜
捌
浴
せ
ら
れ
、
宮
廷
よ
り
知
事
へ
画
犯
て
て
急
ψ
迷

な
る
騒
馬
を
走
ら
す
こ
ご
は
最
も
重
要
な
る
仕
事
に
し
で

適
適
達
に
要
す
る
時
聞
の
正
確
ご
各
都
市
間
の
連
絡
の
完

備
ご
に
は
非
常
な
る
注
意
を
梯
ひ
し
も
の
な
り
ε
言
ふ
。

或
る
叢
讐
）
に
私
信
は
主
こ
し
て
騎
駝
に
よ
れ
う
ビ
記

せ
る
も
其
最
ハ
儒
未
だ
明
な
ら
す
。

　
（
誰
ユ
）
聖
書
協
約
　
図
ψ
不
肖
∩
壱
．
い
ノ
，
・
H
9
3
・
○
。
づ
・
H
o
　
（
註
り
一
）

　
岡
P
二
重
ヨ
〆
ゑ
、
．
O
乞
〔
二
弓
Ω
霧
〇
三
〇
馨
・
ノ
＜
8
ρ

ア
ン
ガ
ソ
ウ
ス
の
別
名
を
ア
ス
タ
ン
デ
エ
（
㌧
r
Q
ワ
陣
9
嵩
α
9
0
）

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
，
　
　
一
一
八
　
　
（
四
六
六
V

ご
議
す
。
こ
れ
プ
牛
タ
｝
、
ク
〆
チ
ウ
ス
等
の
史
家

が
最
初
己
の
崇
拝
す
る
ア
レ
キ
ナ
ン
ダ
ー
を
奪
く
せ
ん
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゴ
ド
マ
ヌ
ス
）

た
め
に
、
ぺ
〆
シ
ァ
最
後
の
王
た
る
ダ
リ
．
ウ
ス
三
琶
を
卑

し
み
て
其
前
身
が
脚
走
飛
脚
師
ち
ア
ス
タ
ン
グ
な
り
し
を

以
て
、
彼
の
こ
ご
を
ア
ス
タ
ン
デ
ー
ご
漉
し
、
後
に
其
意

義
轄
じ
て
飛
脚
役
所
の
繕
ざ
し
て
用
ひ
ら
る
、
に
至
れ
る

な
り
。
湿
れ
ざ
も
議
員
の
考
説
に
從
へ
ば
、
グ
フ
ウ
ス
三

世
を
以
て
脚
走
者
が
王
位
を
篁
奪
せ
し
ビ
云
ふ
は
誤
り
に

て
當
時
ペ
ル
シ
ヤ
宮
廷
の
事
情
を
見
れ
ば
、
廷
臣
ボ
ァ
ス

の
手
に
て
王
統
全
部
殺
鐵
ぜ
ら
れ
、
位
に
つ
く
べ
き
最
も

近
き
も
の
は
ダ
フ
ウ
ス
三
縫
即
ち
コ
ド
マ
ヌ
ス
よ
り
他
に

其
入
な
か
り
し
な
り
。
（
註
）

　
（
誰
）
　
ン
智
9
団
二
男
。
σ
q
島
劉
轟
。

　
彼
は
ボ
ァ
ス
及
び
知
事
等
に
擁
さ
れ
て
位
に
つ
き
た
る

者
な
る
が
其
身
分
は
王
家
の
血
を
享
け
し
入
な
り
、
彼
は

ア
ル
メ
ニ
ア
の
知
事
た
り
し
ア
ル
タ
キ
セ
ル
ク
セ
ス
の
子

に
し
て
身
分
卑
し
き
者
に
非
す
、
波
斯
希
臓
の
澗
に
戦
欝



起
る
や
ダ
リ
ウ
ス
一
世
．
は
大
軍
を
涙
し
て
轄
興
せ
し
も
、

書
志
と
蓮
ひ
、
塞
し
く
紀
元
前
四
八
五
年
導
波
せ
う
、
ダ

ソ
ウ
ス
の
波
後
次
王
ク
セ
多
〃
三
（
蘭
四
八
五
即
位
四
六
五
・
）
の
時
に

紀
元
前
四
八
○
年
再
び
軍
帥
を
起
し
、
霞
ら
陣
頭
に
立
ち

初
め
焔
管
甚
だ
有
利
な
り
し
も
、
ナ
ラ
、
・
、
ス
の
海
戦
に
海

軍
敗
れ
し
が
、
・
こ
の
時
敗
報
を
ス
ー
ザ
（
今
の
伊
太
利
北

西
部
）
に
報
せ
し
は
ア
ソ
ガ
ソ
ウ
ス
な
り
き
Q
こ
れ
古
代

史
上
稀
に
見
る
長
路
の
飛
脚
に
し
で
、
勿
論
綴
馬
の
取
替

せ
し
数
幾
許
な
り
し
や
計
る
べ
か
ら
す
。

　
紀
元
前
四
五
〇
年
頃
す
で
に
今
厨
　
伊
太
利
の
チ
ユ
ー

リ
ン
地
方
な
る
ス
ー
ザ
及
び
小
亜
細
亜
の
ザ
ル
デ
ス
間
に

二
千
五
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
長
き
女
工
あ
り
、
こ
の
騨
路

に
正
し
き
間
隔
を
以
て
騨
含
を
設
く
、
尤
も
地
勢
に
よ
り
．

其
間
隔
に
多
少
の
差
あ
れ
ざ
大
膿
李
均
せ
b
、
　
一
日
の
行

程
を
標
準
こ
し
て
二
言
を
設
け
各
々
に
王
有
の
馬
及
螺
馬

を
備
ふ
。
こ
の
騨
を
ヤ
ー
ム
（
旨
霞
）
ご
話
す
b
ヤ
ー
ム
は

騒
馬
の
綴
替
ご
族
人
飛
脚
の
休
息
所
こ
し
て
使
用
せ
ら
れ

　
　
　
第
十
二
倦
　
　
難
　
纂
　
　
西
洋
古
代
郵
制
の
嚢
蓬

其
間
隔
は
一
日
の
馬
の
脚
力
ご
所
要
時
聞
を
以
て
計
將
す

其
受
授
に
あ
元
り
て
は
第
｝
の
記
憶
に
信
書
を
齎
し
、
騎

手
は
直
ち
に
次
騨
ま
で
騎
行
し
、
次
の
騎
手
は
新
た
な
る

馬
に
て
次
の
騒
に
至
る
。
か
く
し
て
繊
替
を
重
ね
て
目
的

地
に
至
る
。
勿
論
こ
れ
が
利
用
は
官
用
に
止
れ
り
。
各
羅

間
の
距
離
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
に
よ
れ

ば
、
叢
A
十
四
哩
ご
あ
り
、
ハ
ル
ト
マ
ソ
に
從
へ
ば
、
各
羅
り

問
は
三
乃
至
五
．
ぞ
フ
ザ
ン
が
男
続
目
鴛
⑱
に
し
て
、
一
バ

ラ
ザ
ン
ガ
は
三
＋
ス
タ
ヂ
ウ
ム
ω
け
罠
毒
に
分
つ
、
｝
ス

タ
ヂ
ウ
ム
は
莫
哩
に
て
堅
果
な
り
、
今
日
の
ペ
ル
シ
ヤ
に

て
フ
ァ
ル
サ
ン
ヶ
男
霞
ω
碧
σ
q
と
云
ふ
。
一
ス
タ
ヂ
ウ
ム
は

百
二
十
五
パ
ス
ス
℃
霧
。
。
器
に
し
て
今
日
の
濁
哩
（
七
五
〇
〇

来
）
に
て
一
哩
は
四
千
パ
ス
ス
な
れ
ば
各
岩
間
は
三
猫
哩

％
の
割
合
な
り
。
寒
暑
白
夜
の
薩
別
な
く
頗
る
正
確
に
右

の
飛
脚
は
行
は
れ
だ
り
。
．
ヤ
；
ン
氏
の
聖
書
考
に
も
其
…
騨

含
の
宏
荘
な
る
を
記
せ
）
o
當
時
の
卒
均
速
力
は
一
時
間

十
七
キ
冒
メ
ー
タ
ー
な
り
ご
い
は
れ
、
「
遽
な
る
こ
ご
鳩
の

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
　
一
九
　
　
　
（
四
山
ハ
七
）



　
　
　
第
十
二
巻
　
　
維
　
纂
　
　
酉
洋
古
代
郵
鮒
の
獲
逡

如
く
早
き
こ
ご
鶴
の
如
し
」
ご
冷
せ
ら
る
。

此
ヤ
ー
ム
の
備
は
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
ー
ハ
他
は
ク
セ
ル
ク
セ
ス

王
に
よ
り
て
設
け
ら
れ
し
如
く
云
は
れ
諸
家
亦
こ
れ
に
從

へ
）
、
然
れ
こ
も
ク
セ
ノ
ブ
オ
ン
濁
り
こ
れ
に
反
甥
し
、
，

（
註
）
キ
ロ
ス
を
以
て
創
始
者
ご
せ
り
。

ー
ハ
註
）
細
図
触
。
℃
p
Φ
幽
く
月
9
心
蔓

「
キ
ロ
ス
王
は
其
廣
大
な
る
領
土
内
に
於
て
あ
ら
ゆ
る
遽

距
離
の
各
地
よ
り
の
蓮
信
を
も
集
め
得
る
こ
ご
と
せ
り
、

而
し
て
馬
が
其
走
行
に
際
し
飼
料
を
與
へ
る
に
必
要
な
る

時
間
を
測
定
し
、
そ
れ
に
よ
り
て
距
離
を
定
め
て
繹
含
を

設
け
、
こ
、
に
て
意
馬
を
得
て
進
む
」
ご
、
ハ
ル
ト
マ
ソ

の
如
き
も
む
し
ろ
キ
ロ
ス
を
以
て
創
始
者
こ
し
、
ク
セ
ル

ク
セ
ス
に
よ
め
改
良
せ
ら
れ
た
る
か
の
戚
を
有
せ
る
に
似

た
り
。

　
當
蒔
の
蓮
信
は
主
こ
し
て
交
書
な
り
し
も
又
ロ
頭
を
以

て
せ
し
こ
ご
も
少
な
か
ら
ざ
り
し
ご
い
ふ
。
帥
ち
文
書
に

記
し
能
は
ざ
る
煩
は
七
き
用
件
報
道
は
ロ
頭
傳
達
　
舛
鼠

　
　
　
　
　
　
　
第
嘉
二
號
、
　
　
一
二
〇
　
　
　
（
田
エ
ハ
入
）

勺
○
・
。
け
の
方
法
に
も
依
れ
り
。
又
文
書
に
記
す
る
も
の
は
主

こ
し
て
絹
布
を
用
ふ
ご
錐
も
、
こ
の
他
に
琵
板
9
9
爵
律

を
も
使
用
す
。
　
一
九
〇
五
年
ア
ツ
シ
ヅ
ァ
の
半
弓
よ
り
多

数
の
琵
板
を
登
見
し
た
れ
ば
ア
ツ
シ
ヲ
ア
以
降
こ
の
方
法

の
回
り
し
も
の
な
る
べ
し
ご
郵
吏
家
ス
タ
キ
ー
氏
は
云
へ

り
ρ
こ
れ
は
硬
質
の
充
に
金
薦
を
以
て
刻
み
た
る
も
の
仁

し
て
、
秘
密
を
要
す
る
も
の
は
琵
製
の
蓋
を
備
ふ
。

　
こ
れ
を
要
す
る
に
、
ペ
ル
シ
ヤ
の
郵
制
は
絡
始
國
王
の

専
制
政
治
下
に
あ
う
て
、
た
・
W
統
治
上
、
政
治
、
軍
事
の

目
的
を
圭
こ
せ
し
も
の
に
し
て
今
日
の
郵
便
ご
は
全
く
意

昧
を
異
に
す
る
も
の
こ
解
す
べ
き
は
論
を
倹
だ
す
。

　
　
　
　
四
・
希
臓
の
郵
制

　
波
斯
が
其
盛
な
り
し
頃
、
百
般
の
文
物
完
備
し
て
ア
γ

ガ
ソ
ゥ
ス
の
制
を
布
き
た
る
に
欝
し
、
波
斯
を
滅
し
て
こ

れ
に
代
れ
る
黒
糖
は
又
寝
飛
脚
主
こ
し
て
足
力
に
よ
る
ヘ

メ
ロ
ド
ロ
メ
ン
（
属
ゆ
ヨ
O
機
○
瓢
一
、
O
［
ご
O
一
｝
）
を
以
て
史
上
に
其
交

化
施
設
を
永
く
記
零
せ
り
。



　
ヘ
メ
ロ
ド
ロ
メ
ン
は
ギ
リ
シ
ア
勃
興
の
始
め
に
あ
た
り

す
で
に
小
都
ヘ
ラ
ス
　
国
国
器
に
於
て
布
き
た
る
郵
制
に

其
因
を
装
す
。
ヘ
メ
・
ド
ロ
メ
ン
に
從
ふ
脚
力
旺
盛
な
る

脚
走
者
は
オ
ソ
ン
ピ
ア
、
イ
ス
ト
モ
ス
、
、
矛
メ
ァ
等
の
競

技
に
も
其
優
秀
な
る
脚
ヵ
を
示
し
、
例
へ
ば
フ
エ
ヨ
ー
デ

ス
・
フ
イ
ソ
ビ
デ
ス
な
ご
云
ふ
健
脚
家
は
脚
力
頗
る
早
く

ア
イ
リ
ピ
デ
ス
は
嘗
て
ア
テ
ネ
よ
り
英
九
十
哩
離
り
し
庭

迄
を
二
十
四
時
に
て
走
れ
り
と
傳
へ
ら
る
。

　
ギ
リ
シ
ア
が
交
通
制
度
に
意
を
用
ひ
る
に
至
り
て
、
其

最
も
カ
を
つ
く
し
た
る
は
、
マ
セ
ド
ニ
ァ
朝
を
以
て
始
ご
・

す
。
郎
ち
ア
レ
キ
ず
ン
ダ
ー
大
王
の
大
ギ
リ
シ
ア
帝
國
の

理
想
に
燃
ゆ
る
時
に
し
て
、
キ
ソ
ス
ト
紀
元
前
三
三
〇
年

頃
よ
り
、
ア
レ
キ
サ
ン
デ
川
崩
後
一
時
支
配
せ
し
ヂ
ア
ト

ケ
ン
吾
々
及
び
元
ペ
ル
シ
ア
國
ゼ
粥
ギ
エ
ソ
州
総
督
た
り

し
ア
ン
チ
ゴ
ヌ
ス
は
ペ
ル
シ
ア
の
制
を
專
ら
襲
用
し
、
ア

ン
チ
ゴ
ヌ
ス
は
生
ご
し
て
ラ
ク
ダ
を
用
ひ
た
り
。

　
普
通
の
脚
走
者
を
ド
風
負
ク
ソ
ユ
ケ
ス
（
U
δ
∋
o
冨
ぽ
守

　
　
　
第
十
二
巷
　
　
難
　
纂
　
　
翅
洋
吉
代
郵
制
の
嚢
建

閥
¢
の
）
急
飛
脚
を
ヂ
ア
ド
ホ
イ
（
H
）
一
9
儀
O
O
げ
O
一
）
ご
伽
帯
す
。
飛

脚
の
役
所
を
ド
ロ
メ
ス
（
一
）
『
O
ヨ
①
び
8
9
）
騨
を
ア
ン
ガ
う
ご

今
ス

・
欝
せ
う
。
こ
れ
ペ
ル
シ
ア
に
其
範
を
取
り
し
た
め
に
し
て

飛
脚
登
邉
の
事
柄
を
ア
ン
ガ
レ
ウ
ス
（
》
轟
程
2
も
。
）
登
遣
者

を
ア
ン
ガ
・
イ
ス
ラ
ー
ス
ご
欝
せ
る
は
い
つ
れ
も
同
じ
・

　
立
時
の
飛
脚
が
齎
し
た
る
信
書
等
は
如
何
な
る
形
に
て

作
ら
れ
た
る
か
、
こ
れ
ペ
ル
シ
ア
ご
大
差
な
き
も
の
な
り

し
も
、
往
々
書
信
の
内
容
を
盗
見
す
る
も
の
あ
り
し
か
ば

符
牒
、
叉
は
猫
特
の
符
合
法
を
以
て
内
容
の
漏
洩
を
防
げ

り
、
こ
れ
帥
ち
棒
書
厭
叉
は
生
手
紙
な
り
。
棒
書
歌
ε
薦

す
る
も
の
は
、
細
き
直
上
の
羊
皮
紙
叉
は
パ
ピ
ル
ス
、
絹

　
　
　
　
　
　
　
第
「
三
轡
師
　
　
　
嚇
二
「
　
　
　
（
四
山
ハ
九
）



　
　
　
第
十
二
巻
　
　
維
　
纂
　
　
西
洋
古
代
郵
鵜
の
嶽
蓮

等
を
棒
に
結
着
せ
し
め
、
こ
の
紐
駿
の
紙
叉
は
布
片
に
文

句
を
記
し
、
多
数
の
こ
の
紐
歌
の
紙
布
片
を
捧
に
憲
き
て

傳
啓
す
。
受
取
人
は
こ
の
紐
朕
の
紙
布
片
を
下
る
順
序
に

並
列
し
て
語
を
つ
や
り
て
鋼
着
し
、
心
後
は
再
び
混
ぜ
返

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
キ

し
て
他
人
を
し
て
讃
ま
し
め
ざ
る
も
の
な
り
Q
生
手
紙
は

左
程
頻
繁
に
行
は
れ
た
り
ご
は
信
せ
ら
れ
ざ
る
も
兎
に
角

當
時
の
珍
通
信
法
ご
し
て
行
は
れ
た
る
も
の
、
郎
ち
奴
隷

の
頭
を
剃
り
て
こ
れ
に
文
句
を
記
し
、
毛
の
生
え
た
る
時
．

登
邊
す
る
ご
云
ふ
も
の
に
し
て
、
勿
論
急
蓮
を
要
す
る
蓮

信
に
使
用
し
能
は
ざ
り
し
は
論
を
倹
た
ざ
る
こ
こ
ろ
な
り

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
ご
二
　
　
（
四
七
〇
）

　
ぺ
幽
シ
ヤ
が
甘
難
覇
樺
驚
を
ロ
ー
．
マ
に
講
…
る
に
及
び
、
大
”

ー
マ
は
如
何
に
し
て
其
急
信
法
を
繊
癒
し
こ
れ
を
籏
大
し

た
る
か
、
世
界
に
不
朽
の
名
を
止
め
た
る
は
罵
り
μ
ー
マ

法
典
の
み
に
あ
ら
す
、
ユ
ソ
ウ
ス
シ
ー
ザ
ー
の
み
に
あ
ら

す
ブ
ル
！
タ
ー
ク
の
み
に
あ
ら
す
實
に
亦
今
日
螢
界
郵
便

の
核
子
た
る
口
寄
ク
ル
ス
ブ
プ
ソ
ク
ス
の
あ
り
た
る
こ
ご

を
忘
る
ぺ
か
ら
す
Q

　
而
し
て
ロ
奮
マ
の
郵
剃
は
他
日
稿
を
改
め
て
説
く
こ
こ

ろ
あ
ら
ん
Q
　
　
　
　
　
　
（
一
九
二
七
、
「
一
二
、
於
伯
林
）


